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秩
父
地
域
に
は
、
い
く
つ
か
の
人
形

芝
居
が
今
で
も
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
が
、「
出
牛
人
形

浄
瑠
璃
」
で
す
。

人
形
浄
瑠
璃
っ
て
何
？

　

そ
も
そ
も
人
形
浄
瑠
璃
と
は
ど
ん
な

も
の
か
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
？
人
形

浄
瑠
璃
と
は
、
浄
瑠
璃（
三
味
線
伴
奏

と
語
り
）に
合
わ
せ
て
、
人
形
を
遣
う

人
形
劇
の
こ
と
で
、
日
本
の
古
典
芸
能

の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
の
歴
史
は
、
古
く

安
土
桃
山
時
代
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

出
牛
人
形
浄
瑠
璃
の
あ
ゆ
み

　

出
牛
人
形
浄
瑠
璃
は
、
正
確
な
起
源

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
舞
台
装
置
に

安あ
ん
せ
い政
二
年（
一
八
五
五
年
）の
銘
が
あ
り
、

１
６
０
年
以
上
前
に
は
、
上
演
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

 

そ
の
後
、大
正
五
年（
一
九
一
六
年
）

の
萩
神
社
境
内
の
興
行
を
最
後
に
50
年

間
ほ
ど
上
演
は
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
四
十
一
年（
一
九
六
六
年
）に
地
元

の
青
年
た
ち
を
中
心
に
研
究
会
が
結
成

さ
れ
、
再
び
上
演
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

人
形
は
ど
う
や
っ
て
操
る
の
？

　

人
形
は
、「
主
遣
い
」「
左
遣
い
」「
足

遣
い
」
の
三
人
で
操
り
ま
す
。「
主
遣

い
」
は
人
形
の
首
と
右
手
、「
左
遣
い
」

は
人
形
の
左
手
、「
足
遣
い
」
は
人
形

の
両
足
を
そ
れ
ぞ
れ
操
り
ま
す
。
三
人

の
息
を
ぴ
っ
た
り
と
合
わ
せ
る
こ
と
で

人
形
が
生
き
て
き
ま
す
。

　

出
牛
人
形
浄
瑠
璃
は
、
秩
父
地
域
に

伝
わ
る
伝
統
的
民
俗
芸
能
と
し
て
町
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
人
形
芝
居
の
道
具
一
式

は
、
保
存
状
態
が
良
好
で
、
秩
父
地
域

に
お
け
る
古
典
芸
能
を
今
に
残
す
貴
重

な
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
県
指
定
有
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

５
月
５
日（
金
・
祝
）の
金
沢
地
区
つ

つ
じ
祭
り
に
お
い
て
上
演
さ
れ
る
の
で
、

人
形
の
生
き
生
き
と
動
く
姿
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

期
　
日　
５
月
５
日（
金
・
祝
）

時
　
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
　
所　
金
沢
萩
神
社
境
内

内
　
容　

�

出
牛
人
形
浄
瑠
璃（
傾け
い
せ
い
こ
い
び
き
ゃ
く

城
恋
飛
脚

新
口
村
の
段
）、
餅
つ
き
大
会
、

舞
踏
、
野
点
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ガ

ス
風
船
、
富
く
じ

主
　
催　
つ
つ
じ
祭
り
実
行
委
員
会

出じ
ゅ
う
し
に
ん
ぎ
ょ
う
じ
ょ
う
る
り

牛
人
形
浄
瑠
璃

～
出
牛
地
区
の

　
　
人
形
芝
居
～

No.3

み
な
の
歴
史
散
歩

社会教育担当 馬場

第
　
回
21

金
沢
地
区

　
　つ
つ
じ
祭
り

左遣い

足遣い

主遣い


